
 ２０２２年度にじいろグループ  

ＣＡＰ子どもワークショップ 概要 

ＣＡＰプログラムは、子どもがいじめ・誘拐・虐待などのさまざまな暴力から自分で自分を守っ

たり、友だちを助けたりする方法を各クラスで考え共有する暴力防止のための、予防と SOS の出

し方に関する教育プログラムです。発達段階に応じて怖がらせることなく、実践しやすいよう工

夫されたワークショップです。学年に応じて少しずつ違っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イントロ 
すべての子どもは基本的人権として暴力を受けず、「安心」して「自信」をも
って「自由」に選び続ける権利を持っていることを子どもたちと確認します。 
なぜなら、あらゆる暴力は「安心・自信・自由」を奪ってしまうからです。 

会場 
通常過ごしている教室とは別の会場で行います。 
子どもたちは原則床に座って、くつろいだ雰囲気の中で進めます。 
３名のＣＡＰスタッフと言葉のやり取りをしながら、寸劇などを交えた参加体
験型授業で実施します。 

子ども同士の

暴力防止 

「いじめ」を題材に「いや」と自分の意思を表すことが有効なこと、自分だけ
では言えない時もあること、友達に手伝ってもらうことや友達を助けることが
できることなどを寸劇を通して学びあいクラスで共有します。 

大人に（先生）

に相談する 

子どもにとって「もう一つの日常」であり「社会の窓口」である学校で相談し
たり、助けを求めることができることを伝えます。子どもにとって大人に話す
ことは勇気が必要です。話しにくいことであればなおさらです。現実の担任に
相談を受ける場面を演じてもらい、大人に相談するとどう対応してもらえる
か、見通しを立てることで子どもたちの選択肢を増やしていきます。 
またその他の相談先の情報も伝えます。 
 

＜＜個人情報について＞＞ 

合同事務局 

〒841-0051 鳥栖市元町 1124-2   

Tel 0942-50-9555  メールアドレス nijicap＠nijicap.com 

知らない人か

らの暴力防止 

子どもへの暴力被害のほとんどを占める「知っている人からの被害」を題材
に、怖い秘密は守らず、信頼できる大人に相談する大切さを伝えます。 
特に男の子が男性からという相談しにくい性被害の設定で「話して良いんだ
よ。」「おとなに相談しようね。」と伝えます。虐待等家庭や身近な人からの
暴力に対しても事前に知識や対応方法を身に付けておくことで被害の深刻化を
防ぐことができます。 

身近な人から

の暴力防止 

「連れ去り」を題材に、子どもの日常生活での有効で実証された「安全管理」
と「危機対応」を脅かすことなく、発達に応じていざという時使えるように伝
えます。また友達同士でも助け合えることも寸劇を通してクラスみんなで共有
します。 

いじめや虐待の早期発見と悪化防止のために個人に関わる情報に触れることもありますが、当団体はいくつかの自治

体の要保護児童対策地域協議会の構成メンバーでもあり、個人情報の守秘義務を厳しく課せられている団体です。

同時に子どもの福祉のためには通告義務が優先することも併せてご理解ください。（児童虐待防止法等） 


